

























































































































































































































































































































































































































































































































































































年ハ一八五一〉模型炉製造、嘉永五年ハ一八五二〉に反射炉建設、ついで熔鉱炉、錆開台其の他工場の設備をなし、安政四年ハ一八五七〉 月集成館と命名 弘化文久年間 大砲を鋳造するこ
（引）


















係において、海軍 例設、増強におかれることとな 。陸軍は安政二年（一八五五）に至りて江戸に講武所が設けら たのであったが、同所における訓練は剣
檎または
旧式銃、水練などであり、





奉行その他の職制を定め、旗本をこれら幹部将校 任じ、兵卒は一般から募集したが、幕末の混乱益々激しく効果あがらず、ようやく慶応年聞に至りて歩兵七個連隊、伝習兵 御料 、奥詰銃
（付制）


























































































































































































































































































































































































































































































































もし瀕海の大名にその分限に応じて船を分托せしめ、海岸領分なき大名に献金せしめる事とすると、瀕海の大名はその船を自領を防衛するため みに利用し、山地の大名は無益の献金をしたというように考えて挙国一致 いうことが不可能となってくる。軍艦の製造、海軍将士の養成にしても諸侯 分托する時は遅速精粗の差が生じて統一を欠く恐れがある。海軍の強弱は紀律 斉整にあり、紀律の斉整は一人の統轄によって始めて効果 あがる。諸侯に分担する時は諸侯の対立を招き易い。一致した行動起 難く、一旦緩急 場合に充分活用されない。四海皆海である日本の港湾すべてに軍艦を配属させ ことはできない。要は五、六ケ所 要港に軍艦を常備して首尾応援して一身の手足 動かすが如くに なければ らない。いま海軍を諸侯に分托す ば、専ら白領を守り無益の港湾に船をつなぎ、かえって要地 に軍艦 備えなきこともあり、これ は同心協力ということは実 覚束 いこ
(2.) (3) (4) 
一 一 六





































































































































ーロッパ近代兵制が採用されているが、西洋式 砲 優秀さに日本古来の独闘戦術を加え 用兵術が採用されて った。すなわち
一 一 八
























































































































































































































































































（閃〉現代日本産業発達史「造船」八頁（日）回保橋、「近代日本外国関係史」五六七頁（臼）海舟全集第八巻「海軍歴史」六一頁（臼） 臼 （店）（間山）ハ貯 海舟全集第八巻「海 歴史」
六 一
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